青明舎　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　戸賀沢　潔　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和30年5月30日生（51歳）

	
	〒　　住　所　グループホームあおば　　　　　　　　　　　　　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病

	
	発症時期
	昭和58年頃(28歳頃)
	罹 患 期 間
	約　　　22　年　

	
	入院回数
	　4　回
	延べ入院年数
	　　　　　約12年1ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　　　）
	外来受診日
	水曜日（週　　１　回）

	医療区分
	　国保（本人）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（１級）

	年　　金
	有・無　（障害基礎年金１級　月額約８　万円　）　重度医療（有）

	 登録年月日
	Ｈ　１５年　６月　１４日
	身長
	
	体重
	

	最終学歴
	五戸町立手倉橋中学校卒業
	免許・資格
	運転免許はあったが更新せず

	職　歴
	運送会社５～６件を各１年ずつ勤める

	保　護　者
	氏　　名　　梅田　幸子　　　様　　　　　　続柄　姉　　　（同居　・否）

	長期目標　　　自宅へ戻り、仕事をして生活したい。

	入院・治療歴

①昭和５８年９月～昭和５９年５月　　入院　青南病院　　　　　⑤昭和６３年１０月～昭和６４年１月　　入院　青南病院

②昭和５９年５月～昭和６０年９月　　外来　青南病院　　　　　⑥昭和６４年１月～平成１年７月　　　　外来　青南病院

③昭和６０年９月～昭和６１年７月　　入院　青南病院　　　　　⑦平成１年７月～平成１２年４月　　　　入院　青南病院

④昭和６１年７月～昭和６３年１０月　外来　青南病院　　　　　⑧平成１２年４月～　　　　　　　　　　外来　青南病院

	生活歴

五戸町にて同胞６名第６子４男として出生。五戸町立手倉橋中学校卒業後、自動車整備工場、運送会社に勤める。昭和５８年上京し、新車運搬の仕事をする。その職場で運搬中新車に傷をつけてしまい、そのことを気にかけ不安が強くなり、奇行・滅裂言動等が出現し昭和５８年９月青南病院１回目の入院となる。昭和５９年５月退院後は服薬・受診を拒絶。徐々に無為自閉・空笑・不眠などが出現した為、青年病院２回目の入院となる。昭和６１年退院後、兄を頼り上京し仕事をする。服薬はしていたが盆・正月に帰郷しても全く受診する気なく家族が勧めても拒否していた。徐々に忘薬・怠薬が多くなり、易疲労感・不眠・徘徊・拒食が出現。その後、帰郷するが無為自閉・独語・空笑・絶叫あり、青南病院３回目の入院となる。平成元年１月退院後は実家に戻り家事手伝いを行っていた。しかし、受診や服薬を家族が勧めても行わず、服薬中断の状態であった。平成元年の盆頃よりトラックの長距離運転手として勤務したが、飲酒・易疲労感・欠勤が続き解雇になる。以後は仕事に就かず無為的になり、パチンコや飲み屋に行き、浪費を繰り返すようになった。その後は徐々に生活の乱れ・不眠・過飲酒・被害妄想・暴言等が多くなった為、姉が本人へ入院を勧めるが、拒否し興奮状態となる。その後も本人病織乏しく、調子がよくなると外来受診や服薬を中断し、再燃を心配した家族が治療継続を勧めても全く聞き入れない状態が続き、青南病院４回目の入院となる。平成１２年退院後は生活訓練施設「青山荘」へ入所。入所後はパチンコに夢中になり過ぎ帰荘時間を忘れることや月の小遣いを使い果たし、金銭的にきつくなると姉に頼り貰うことがあった。平成１５年６月退所後は、グループホームあおばで生活を送りながらうみねこ幸房に通所している。同時にナイトケアを利用する。

	家族構成





	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

姉は本人に対して協力的であり、本人が金銭管理をうまくできないために姉が年金の管理し、生活費として月８万円を渡している。本人から金銭の要求があると渡してしまう事がある。時折、姉宅に泊まりに行ったりと交流はある。父親がH18年6/29に亡くなっている。本人、葬儀に参加し、その後帰八している。




（青明舎）施設処遇会議①

平成　18　年　7月　24　日　（　月　）

	氏　名
	戸賀沢　潔
	男・女
	生年月日
	　昭和30　年　5月　30日（51歳）


	問題点
	介入方法

	①パチンコやタバコ購入のために友人から借金を繰り返している。

	・本人と姉の希望もあり青明舎にて小遣い管理を行い、月末に一日の小遣いを決め、本人が受け取りに来ている。

・本人・お金を貸した利用者に対しても、お金の貸し借りによるリスクについて説明をする。

・本人・姉・お金を貸した利用者・青明舎スタッフで話し合いの場を持つ。

	②目先の欲求を優先し、後の事を考えずに行動する。
	・小遣いの残金を一緒に確認し、今後の小遣いの金額を調整する

・小遣い以外の金銭要求に対しては使用目的を聞き、本人と必要性を確認する。

	③糖尿病の管理
	センター食事サービスを利用（月～金・昼食）


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	本人、金銭を持っているとパチンコへ使ってしまい生活費が無くなるために本人と姉の希望で青明舎で金銭管理をしている。姉が持ってきた生活費7万円を月末にGH入居費、食費、小遣いと本人が分ける。約束として小遣いは一日分渡すこととし、幸房での作業が終わってから受け取りにくることにしている。小遣いの金額については月末に借金の返済状況を見て本人が決める。

パチンコやタバコ購入のために幸房利用者やナイトケアメンバーにお金を借りている。（一回に2千～3千円程）借金している事が分かった時点で話し合い、今後借りることがないよう伝えるが繰り返し行っている。現在の借金額は鈴木(茂)氏1万9000円、村田氏1万7000万、他5名から1万6000円で計5万2000円。

返済は月末にすることはできているが生活費のやりくりについては計画性がない。足りなければ姉からもらえばいいという考えがある。姉も本人借金をしている事を聞くとお金を渡してしまうことがあるので本人が生活費から返す約束で借りている事を説明し、金銭を渡す事はしないよう話をしている。返済方法について話しをすると仕事をして返すなど現在の状況がみえていない。仕事をするとの話はするが就職活動をすることもない。

パチンコに関して始めは「行っていない」と話すが突き詰めて話しを聞くと「出ると思って。出たお金で返すつもりでいた」と安易な考えがみられる。借金が多額になっている状況から「行かないようにする」と話すがやめられないという。


プラン計画者　氏名：　金澤　愛　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H　１８年　７月　３１日　（月）　青山荘地域交流活動室










